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主な事業と予算平成22年度
当初予算の

掛川市・袋井市新病院
建設事務組合負担金

90,386千円

　新病院設立に向けた一部事務組合
の運営費などを両市で負担します。

地域ヘルスプロモーション
推進事業
300千円

　保健師や栄養士、各地区の健康運動
リーダー、健康づくり推進員、食生活
推進協議会員などがチームとなり、地
域の健康課題の理解や生活習慣病予防
のための健康教育などを進めます。

健康づくり事業
10,200千円

　健康チャレンジ!!すまいる運動や
公会堂健康教室などにより、市民一
人ひとりの健康づくりや健康的な生
活習慣の定着を支援します。

保健・医療の充実
妊婦健康診査費助成事業

85,409千円

　医療保険が適用
されない妊婦健康
診査費用の一部を
助成します。

特定不妊治療費助成事業
12,000千円

　医療保険が適用されず、高額な医
療費がかかる特定不妊治療費用の一
部を助成します。

（仮称）愛野幼保園施設整備費補助事業
205,546千円

　愛野地区に幼稚園と保育所の機能を
併せ持つ認定こども園を整備します。

親子交流広場運営管理
（メロープラザ内）

16,008千円

　就学前の児童とその家庭を対象
に、親子で遊べる場や育児情報の交
換や相談の場などを提供します。

子育て支援態勢の充実

預かり保育事業
22,732千円

　移転新設する山梨幼稚園を含め、市
内10幼稚園で預かり保育を行います。

保育ママ事業
4,800千円

　保護者が就労などにより
児童を保育できない場合
に、市が認定した保
育ママが自宅などで
保育を行います。

子ども手当・児童手当
1,859,245千円

　子育て家庭の経済的負担軽減のた
め、子ども手当・児童手当を支給し
ます。

特別支援学級等
支援事業

63,603千円

　小・中学校や幼稚園の特別支援学級
などへ、学級担任を補助する特別支
援学級等支援員を配置します。また、
外国人児童などへの通訳や助言、初期
支援教室の運営などを行う外国人児
童生徒サポーターを配置します。

教育環境の充実

山名小学校校舎増築事業
25,512千円

　平成24年度供用開始に向け、平成
22年度は地質調査や設計を行います。

袋井北小学校プール改築事業
83,255千円

　平成23年6月の
供用開始に向け、
平成22・23年度の
2か年でプールを改築します。

認証保育所制度
19,725千円

　市が定める基準に適合する施設を
「認証保育所」と位置づけ、運営費補助
や保護者への保育料補助をします。

乳幼児等医療費扶助
172,700千円

　未就学児の入通院の保険診療分医
療費の自己負担額を助成します。入
院については、10月診療分から小・
中学生まで助成対象を拡大します。

放課後子ども教室推進事業
3,240千円

　放課後に学校などの施設を利用し
て体験する、文
化・スポーツ活
動などの様々な
活動を支援し、
子どもたちの人
間性をはぐくみ
ます。

放課後児童クラブ事業
68,340千円

　全小学校区の15の児童クラブを、
地域ごとにある放課後児童クラブ育
成会とNPO法人ふぁみりあネットに
運営委託します。

食生活推進事業
（「食」に関する事業）

4,765千円

　成人の健康づくりや子どもたちへ
の望ましい食習慣の
定着を目的に、
食生活に関する
事業を総合的に
支援します。
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のびのび園庭グリーン事業
4,200千円

　地域と恊働で幼稚園や保育所の園
庭に芝生を整備し、子ども達が土や
草に触れる環境をつくります。22年
度は3園で実施します。

農を活かした授業づくり事業
600千円

　小学校の総合的学習の中で、積極
的に教材として“農”を取り入れ、
子ども達の生きる力を伸ばす環境を
つくります。

小学校給茶器設置事業
25,000千円

　市内全小学校に給茶器を設置し、
地元の特産品であるお茶に親しむ環
境をつくります。

ふくろい特産物宣伝隊支援事業
10,000千円

　袋井の特産品などを袋井に関する
写真やイラストを描いたトラックに
積み込み、大消費地に直接届ける仕
組みを通して、
ふ く ろ い ブ
ラ ン ド を
広 め る 環 境
を つ く り ま
す。

農を活かしたまちづくり
農産物直売所開設事業

500千円

　生産者の顔が見える農業、地産地
消を推進し、生産者と消費者の距離
を近付ける農産物直売所の開設を支
援します。

市民農園整備事業
4,000千円

　農家の方以外にも、様々な形で
“ 農 ”に 関 心 を 持
てるよう、市民農
園を充実させ、土
に親しめる環境を
つくります。

そのほかの主要事業
市制施行5周年記念関連事業

1,180千円

　記念式典の開催や市の木・花・鳥の
制定、都市宣言など、
5周年を記念する様々
な事業やイベントを
行い、まちの一体化を
市民とともに祝い、
一層の発展を目指し
ます。

５ 

周 

年

新エネルギー機器導入
促進奨励金交付事業

17,400千円

　地球温暖化防止策の一環として、
各家庭への様々な新エネルギー機器
の普及促進により、環境保全意識を
高め、継続的な省エネ活動などの取
り組みを支援します。

緊急地震速報受信
システム整備事業

10,000千円

　気象庁が配信する「緊急地震速報」
を受信するシステムを、市内の幼稚
園・保育所、小学校
へ整備することで、
地震被害の防止・軽
減を目指します。

余熱利用施設整備事業
1,333,856千円

　健康・環境・交流を基本コンセプ
トに、クリーンセンターの余熱を利
用した健康増進施設を整備し、市民
が集い、憩う交流拠点を形成します。

浅羽周辺地区 
エントランス広場整備事業

253,169千円

　メロープラザの開館に伴い解体さ
れる浅羽会館跡地に、地域の象徴と
なるエントランス広場などを整備
し、良質な都市空間を形成します。
※大野地区出身の近藤健次さんから
　の寄付金などを活用して行います。

福祉の充実
障害児放課後児童クラブ事業

17,321千円

　障害のある児童などが集団生活な
どに慣れるよう支援をします。

在宅介護支援金事業（※）

11,592千円

　より良い状態で在宅介護が継続で
きるよう、介護サービス利用の有無
にかかわらず、6か月以上の在宅介護
者などに支援金を支給します。

療育支援事業
26,554千円

　子ども早期療育支援センターを開
設するとともに、発達相談支援体制
を充実させます。

介護ボランティア制度（※）

270千円

　元気な高齢者が介護施設で行う奉
仕活動をポイント化し、交付金と交
換できるようにして、高齢者自身の
自立と社会参加を支援します。

配食サービス事業（※）

12,600千円

　買い物や調理ができない在宅高齢者
の生活の質の確保などのため、配食
サービスを行います。

平成22年度 施政方針と当初予算特集

（※）在宅介護支援金事業、配食サービス事業、介護ボランティア制度は、
　   介護保険特別会計で実施する事業です。




